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（１）

★

令
和
２
年
度
年
会
費
の

納
入
の
お
願
い

当
協
会
の
各
種
企
画
事
業
や

「
東
風
季
報
」
の
作
成
、
発

行
、
郵
送
料
等
は
皆
様
の
年
会

費
に
て
運
営
し
て
お
り
ま
す
。

年
会
費
（
３
、
０
０
０
円
）

未
納
の
方
は
、
左
記
い
ず
れ
か

の
口
座
宛
至
急
お
振
込
み
下
さ

い
。
振
込
手
数
料
は
ご
負
担
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
七
十
七
銀
行
旭
ヶ
丘
支
店

普
通

５
２
７
２
５
９
９

東
北
風
景
写
真
家
協
会

●
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

１
８
１
９
０

-

１
４
３
８
８
８
８
１

ト
ウ
ホ
ク
フ
ウ
ケ
イ

シ
ャ
シ
ン
カ
キ
ョ
ウ
カ
イ

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

会
計
担
当

孫
田
幹
事
宛

０
９
０-

２
３
６
０-

２
９
７
３

《
節
約
術
》
七
十
七
銀
行
旭
ケ

丘
支
店
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
で
キ
ャ
ッ
シ

ュ
カ
ー
ド
利
用
振
込
で
振
込
手

数
料
無
料
に
な
り
ま
す
。

２０２０年第７回作品展
「美しい日本」の開催について
会報50号でご案内をしておりました第７回作

品展「美しい日本」は47名・作品数87点の応募を

頂き、予定通りに開催する運びとなりました。

つきましては、応募者は下記に留意して作品の

準備をお進め頂きたくご案内致します。

(1) 作品選考会

作品選考会を3月18日(水）、19日（木）に実施

致しますが、両日会場が異なりますのでご留意下

さい。なお、詳細はすでにお渡し済の「作品選考

会実施要領」をご確認下さい。

(2) 作品題名等の登録

作品題名等の登録は後日応募者にお送りする返

信用ハガキで登録して頂きます。

なお、作品選考会日に登録可能な方は当日準備し

ている用紙にて提出下さい。

(3) 台紙の色について

写真台紙の色は黒を基本としましたが、作品内

容により他色マットも使用可としましたので、

マットの色選びも含めて作品制作をお楽しみ下さ

い。

(4) 追加募集

応募に迷われている方、お忘れの方の追加応募

にも対応致します。

是非ともご参加申し込みいただきたくお願い申し

上げます。

(5) お問い合わせ先

作品展についてのお問い合わせは下記の担当幹

事にお問い合わせ下さい。

先崎幹事 090-1551-4731

高瀬幹事 090-6780-4384

第
14
回
定
期
総
会
は
、
去

る
２

０

２

０

年
1
月
26
日

（
日
）
に
日
立
シ
ス
テ
ム
ズ

ホ
ー
ル

・
エ
ッ
グ
ホ
ー
ル
に

て
、
多
く
の
会
員
の
出
席
の

も
と
開
催
さ
れ
た
。
7
つ
の

議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
そ
れ

ぞ
れ
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

総
会
に
ご
参
加
で
き
な
か

っ
た
会
員
の
皆
様
に
は
、
議

事
録
を
郵
送
の
手
配
を
い
た

し
ま
し
た
の
で
ご
確
認
の

上
、

当
協
会
企
画
の
各
種
行

事
に
積
極
的
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

セ
ミ
ナ
ー
受
講
状
況
と

作
品
例

（
上
、
左
）

日 程 ： ６月２日（火）～３日（水）

撮影地 ： 新緑の奥入瀬渓流・八甲田高原他

会 費 ： ４３、０００円

企 画 ： 東北風景写真家協会

協 賛 ： 東北フォトウォーキングクラブ

運 営 ： 河北新報トラベル

コース：６月２日（火）仙台駅７：３０発＝泉

中央８：００＝東北自動車道＝小坂ＩＣ＝「七

滝・昼食、撮影」＝「奥入瀬渓流・撮影」＝酸

ヶ湯温泉（泊）

６月３日（水）酸ヶ湯温泉７：００発

＝地獄谷他撮影＝田代湿原・他撮影＝黒石ＩＣ

経由＝仙台

● 詳細につきましては同封のチラシをご覧い

ただき多くの会員の皆様の申し込みをお待ちし

ております。

● 当協会協賛撮影旅行は、河北新報トラベル

を利用しておりますが、電話申し込みのほかに

同社のインターネット経由で申し込みが可能に

なりました。

総
会
開
催

「
風
景
写
真
」
編
集
長
セ

ミ
ナ
ー

ワ
ン
チ
ャ
ン
ス
に
思
い
を
、

美
し
さ
を
伝
え
る

フ
ィ
ル
ム
写
真
の
み
を
対

象
に
、
プ
ロ
も
ア
マ
も
同
じ

土
俵
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
、

ユ
ニ
ー
ク
な
「
美
し
い
風
景

写
真

１
０
０
人
展
」
。

主
宰
者
で
あ
る
石
川
薫
氏

を
お
招
き
し
て
ス
ラ
イ
ド
＆

ト
ー
ク
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。

「
１
０
０
人
展
に
見
る
風

景
写
真
表
現
の
今
」
に
つ
い

て
伺
っ
た
。
作
品
を
大
画
面

に
映
し
て
の
丁
寧
な
解
説
に

興
味
深
々
、
心
に
残
る
ポ
イ

ン
ト
を
振
り
返
る
。

ワ
ン
チ
ャ
ン
ス
を
大
切
に

オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
風

景
と
思
っ
て
も
簡
単
に
撮
れ

る
も
の
で
は
な
い
。
光
の
動

き
を
見
、
空
気
感
を
読
み
取

り
遠
近
感
に
生
か
す
。
そ
の

時
し
か
撮
れ
な
い
風
景
を
す

み
ず
み
ま
で
し
っ
か
り
画
面

に
収
め
る
。

想
像
さ
せ
る

自
分
の
表
現
は
そ
の
ま
ま

に
は
伝
わ
ら
な
い
。
人
そ
れ

ぞ
れ
伝
わ
り
方
は
違
う
。
タ

イ
ト
ル
が
方
向
付
け
に
な

り
、
想
像
が
膨
ら
ん
で
物
語

に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

個
性
的
な
と
り
方
を

た
と
え
ば
、
写
り
込
み
を

ど
う
捉
え
る
か
に
よ
っ
て
作

品
の
印
象
は
異
な
っ
て
く

る
。
当
た
り
前
の
撮
り
方
に

と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
人
な
り

の
見
方
で
面
白
い
写
真
に
ト

ラ
イ
す
る
。
人
々
の
感
じ
る

美
し
い
風
景
が
広
が
る
こ
と

に
も
つ
な
が
る
。

臨
機
応
変
に

ね
ら
い
す
ぎ
る
と
そ
れ
し

か
見
え
な
く
な
る
こ
と
も
あ

る
。
一
瞬
の
状
況
の
変
化
に

も
、
ベ
ス
ト
な
タ
イ
ミ
ン
グ

で
対
応
す
る
こ
と
も
大
切
。

フ
ィ
ル
ム
へ
の
こ
だ
わ
り
？

ね
ら
っ
た
表
現
に
早
く
た

ど
り
つ
く
に
は
デ
ジ
タ
ル
は

便
利
で
あ
る
。
フ
ィ
ル
ム
で

は
自
分
の
イ
メ
ー
ジ
を
越
え

る
微
妙
な
色
の
表
現
に
な
る

こ
と
も
あ
る
。
ど
ち
ら
が
良

い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
そ

れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
理
解
し
て

生
か
す
。

身
近
な
風
景

季
節
、
天
候
が
変
わ
っ
て

も
、
い
つ
で
も
、
何
度
で
も

ト
ラ
イ
で
き
る
地
元
の
風
景

を
大
切
に
す
る
。
花
や
紅
葉

な
ど
ピ
ー
ク
ば
か
り
が
良
い

の
で
は
な
い
。
東
北
は
日
本

の
風
景
を
特
徴
づ
け
る
地
域

で
も
あ
る
。
自
分
の
周
り
の

新
た
な
美
し
さ
、
心
の
絶
景

を
求
め
て
、
努
力
し
て
発
信

す
る
。

１
０
０
人
展
の
作
品
に
接

し
、
感
動
と
夢
を
胸
に
、
次

の
一
歩
を
踏
み
出
そ
う
。

（
秋
葉
健
一
記
）

１
０
０
人
展
に
見
る
風
景
写
真
表
現
の
今

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
ま
し
た
の
で
ご
覧
下
さ
い

先
般
の
総
会
に
て
ご
承

認
を
得
て
、
新
た
に
小
林

智
之
氏
が
幹
事
に
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
ご
担
当
は

「
会
員
拡
大
担
当
」
で

す
。
皆
様
も
友
人
知
人
の

ご
紹
介
な
ど
、
ご
支
援
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

新
幹
事
の

ご
紹
介
で
す

新緑の撮影旅行開催決定
第
16
回
太
平
洋
写
真
学
校

北
上
教
室
開
催
報
告

行
挨
拶
、
竹
内
正
講
師
、
井

村
淳
講
師
、
清
水
哲
郎
講
師

の
紹
介
で
ス
タ
ー
ト
。

参
加
者
50
名
で
追
分
温
泉

に
移
動
、
薄
暗
い
中
講
師
の

コ
ー
ス
毎
に
駐
車
場
内
特
設

舞
台
に
て
篝
火
を
焚
い
て
の

神
楽
を
撮
影
。
宿
に
戻
り
入

浴
後
大
広
間
に
て
交
流
パ
ー

テ
ィ
ー
開
催
。
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
で
は
澁
谷
修
治
さ
ん
の

フ
ォ
ー
ク
ソ
ン
グ
、
地
場
特

産
品
が
当
た
る
抽
選
会
等
を

実
施
。

翌
12
月
１
日
午
前
５
時
30

分
に
早
朝
撮
影
出

発
。
長
塩
谷
防
潮

堤
に
て
八
景
島
中

心
か
ら
の
日
の
出

そ
の
他
を
撮
影
。

日
の
出
後
太
陽
の

真
横
に
出
現
す
る

珍
し
い
幻
日
が
見

ら
れ
た
。
朝
食
後

の
撮
影
会
は
ヨ
シ

原
に
移
動
し
て
ヨ

シ
原
の
手
狩
り
の

様
子
と
久
し
振
り

２
０
１
１
年
３
月
11
日

の
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
中

断
さ
れ
て
い
た
太
平
洋
写
真

学
校
も
２
０
１
７
年
に
再
開

さ
れ
て
今
回
第
３
回
目
と
な

る
。当

協
会
竹
内
敏
信
名
誉
顧

問
が
会
長
を
務
め
、
竹
内
正

会
長
、
井
村
淳
顧
問
が
講
師

を
務
め
て
い
る
関
係
で
毎
回

広
告
協
賛
し
て
い
ま
す
。

11
月
30
日
14
時
保
険
医
療

セ
ン
タ
ー
に
て
開
講
式
、
横

山
宗
一
会
長
（
追
分
温
泉
社

長
）
、
亀
山
紘
石
巻
市
長
代

の
投
網
の
撮
影
を
コ
ー
ス
毎

に
分
か
れ
て
実
施
。

昼
食
は
保
険
医
療
セ
ン
タ

ー
で
用
意
さ
れ
た
お
弁
当
に

て
済
ま
し
、
各
講
師
20
分
ほ

ど
画
像
を
ス
ク
リ
ー
ン
に
映

し
出
し
て
の
撮
影
術
な
ど
の

お
話
を
し
て
戴
い
た
。
終
了

後
閉
校
式
を
開
催
、
修
了
証

書
を
頂
き
解
散
し
た
。
今
回

は
お
天
気
に
恵
ま
れ
、
撮
影

と
美
味
し
い
お
料
理
で
の
楽

し
い
時
間
を
過
ご
せ
ま
し

た
。

(

進
藤
弘
融
記)

篝火を焚いての神楽撮影

お

願

い

新
緑
の
奥
入
瀬
渓
流
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最
近
の
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ

は
多
種
の
ソ
フ
ト
が
増
え
て

使
用
に
際
し
て
も
非
常
に
煩

雑
で
、
使
い
難
い
カ
メ
ラ
も

増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
風
景
写
真
の
撮
影
に
手
軽

に
使
え
て
、
効
果
抜
群
の
ソ

フ
ト
も
多
く
あ
り
ま
す
の

で
、
撮
影
時
の
カ
メ
ラ
設
定

活
用
法
を
紹
介
し
ま
す
。

ホ
ワ
イ
ト
バ
ラ
ン
ス
（
Ｗ

Ｂ
）
、
色
温
度
、
を
活
用
し

て
自
分
の
写
真
を
撮
る

（
１
）
色
の
仕
組
み
・
色
温
度

・
数
字
が
小
さ
い
程
、
色
温

度
は
高
い
「
青
～
紫
外
線
・

青
色
系
」
晴
天
の
日
陰
、
日

の
出
前
、
日
没
後
等
。

・
数
字
が
大
き
い
程
、
色
温

度
は
低
い
「
赤
～
赤
外
線
・

赤
色
系
」
、
朝
焼
け
、
夕
焼

け
、
白
熱
電
球
、
等
。

・
標
準
は
６
月
頃
の
10
・
00

～
14
・
00
頃
の
太
陽
光
（

５
、
０
０
０
～
５
、
５
０
０

Ｋ
）
が
標
準
値
に
な
る
。
Ｗ

Ｂ
の
基
準
値
は
メ
ー
カ
ー
に

よ
り
多
少
の
違
い
が
あ
る
の

で
、
使
用
カ
メ
ラ
の
説
明
書

で
確
認
す
る
。

市
販
の
昼
光
色
蛍
光
灯
は

５
、
０
０
０
Ｋ
と
表
示
さ
れ

て
い
る
。

（
２
）
表
現
意
図
に
よ
り
Ｗ

Ｂ
を
変
え
る
、
色
の
補
正

（
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
）

色
温
度
で
調
整
が
望
ま
し

い
が
、
調
整
が
難
し
い
の
で

Ｗ
Ｂ
を
活
用
し
よ
う
。

●

風
景
写
真
の
一
般

的
な
撮
影

・
日
陰
、
雨
の
雰
囲
気

は
太
陽
マ
ー
ク
で
。

・
自
然
な
青
味
を
朝
、

夕
等
意
図
的
に
赤
色
系

を
強
調
す
る
と
き
は
日

陰
マ
ー
ク
。

・
青
色
系
は
白
熱
電
球

マ
ー
ク
。

・
黄
色
系
を
加
え
た
い

と
き
は
曇
り
マ
ー
ク
。

・
日
陰
に
深
み
を
出
す

と
き
時
は
蛍
光
灯
の
デ

イ
ラ
イ
ト
を
使
用
す

る
。

●

色
の
濃
度
は
露
出

補
正
で
調
整
す
る

・
ア
ン
ダ
ー
に
す
る
と

濃
く
な
り
、

・
プ
ラ
ス
気
味
に
す
る

と
薄
く
色
着
く
、

各
カ
メ
ラ
に
設
定
さ

れ
て
い
る
色
温
度
表
で

詳
細
な
設
定
が
で
き

る
。

（
３
）
色
の
濁
り
の
補
正

Ｗ
Ｂ
の
補
正
に
よ
り
色
に

濁
り
が
出
る
場
合
が
あ
る
、

モ
ニ
タ
ー
を
見
な
が
ら
マ
イ

ナ
ス
補
正
強
め
に
調
整
す

る
。

（
４
）
オ
ー
ト
ホ
ワ
イ
ト
バ

ラ
ン
ス
（
Ａ
Ｗ
Ｂ
）
の
活
用

一
般
的
な
撮
影
・
人
物
・

ス
ナ
ッ
プ
・
記
念
写
真
・
記

録
、
迷
っ
た
と
き
は
Ａ
Ｗ

Ｂ
、
Ｒ
Ａ
Ｗ
現
像
の
場
合
は

Ａ
Ｗ
Ｂ
が
便
利
。

編
集
後
記

当
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
は
長
期
間
更
新
が
で
き
ず

皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
し
た
。

こ
の
度
運
用
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
の
で
、
ご
利
用
ご

投
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。

東
風
季
報
は
創
刊
号
か
ら
最

新
号
ま
で
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。な

お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
阿

部
和
之
幹
事
に
願
い
ま
す
。

私

の

中

の

《

カ

メ

ラ

人

口

》

星

朝

子

風

景

写

真

と

デ

ジ

タ

ル

写

真-

３

デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
搭
載
ソ
フ
ト
の
活
用
法
ー
１

竹
内

正

私
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

中
の
電
話
帳
に
グ
ル
ー
プ
別

が
有
り
、
私
は
10
グ
ル
ー
プ

に
分
け
て
使
っ
て
い
ま
す
。

私
の
中
の

《
カ
メ
ラ
人
口
》
は

第
二
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
。

第
三
位
、
グ
ル
ー
プ
所
属
な

し
、

第
四
位
、
歌
仲
間
、

第
五
位
、
同
期
生
、

第
六
位
、
旧
職
場
Ｏ
Ｂ
、

第
七
位
、
カ
ル
チ
ャ
ー
仲
間

第
八
位
、
現
在
の
仕
事
仲
間

第
九
位
、
病
院
、

十
位
に

通
販
、

因
み
に
第
一
位
は
、

《
大
切
な
仲
間
》
と
な
り
ま

す
。カ

メ
ラ
と
の
出
合
い
は
、

確
か
旧
職
時
代
の
社
内
報
作

り
で
し
た
。

Ａ
４
サ
イ
ズ
で
８
頁
、
年
二

回
の
特
集
号
は
全
職
場
毎
の

顔
写
真
付
き
12
頁
に
な
り
ま
す
。

当
時
は
オ
リ
ン
パ
ス
の
コ

ン
パ
ク
ト
カ
メ
ラ
を
使
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
し
て
今
よ
り

ず
っ
と
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ

て
い
ま
し
た
。

今
よ
り
ピ
ン
ト
も
外
れ
る

事
は
殆
ど
無
く
、
今
の
苦
労

や
悩
み
を
感
じ
な
か
っ
た
気

が
し
ま
す
。

今
は
加
齢
と
共
に
、
尚
、

感
じ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

さ
て
、
カ
メ
ラ
倶
楽
部
に

複
数
所
属
で
活
動
さ
れ
て
い

る
方
は
少
な
く
な
い
と
思
い

ま
す
。
私
も
そ
の
一
人
で
す

が
、
皆
さ
ん
は
迷
い
を
感
じ

た
事
は
無
い
で
し
ょ
う
か
？

複
数
の
写
真
倶
楽
部
と
、

何
れ
も
切
れ
な
い(

泣
き
笑

い)

。
人
と
の
出
会
い
の
力
は
凄

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
複
数
の
倶
楽
部
を

辞
め
ら
れ
な
い
理
由
が
、
関

わ
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
出
会
い
が
、
カ
メ
ラ

人
口
を
、
第
二
位
に
ラ
ン
キ

ン
グ
し
て
い
る
の
で
し
ょ

う
。

カ
メ
ラ
人
と
の
出
会

い
は
男
女
別
を
見
ま
す
と
男

性
58
名
、
女
性
44
名
、
そ
し

て
、
出
会
っ
て
い
て
も
電
話

交
換
出
来
て
な
い
方
も
、
結

構
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

今
、
カ
メ
ラ
は
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
化

や
凄
い

機
能
を

搭
載
し

て

い

る
、
私

に
は
、

夢
の
中

の
カ
メ

ラ
。

今
、
私
の
愛
用
カ
メ
ラ
は

C
a
n
o
n

の
Ｅ
Ｏ
Ｓ
70
Ｄ
の

み
で
す
。

こ
の
カ
メ
ラ
は
、
過
去
に

愛
用
し
た
カ
メ
ラ
と
比
べ
、

馴
染
み
度
合
い
は
、
素
晴
ら

し
い
。

な
ぜ
な
ら
ば
、
Ｅ

Ｏ
Ｓ
70
Ｄ
は
私
が
選
ん
だ
カ

メ
ラ
だ
か
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。過

去
に
は
、
カ
メ
ラ
店
で

薦
め
ら
れ
る
カ
メ
ラ
を
理
解

無
い
ま
ま
、
使
っ
て
い
た
気

が
し
ま
す
。

70
Ｄ
は
、
平
成
18
年
に
入

手
し
て
、
古
く
な
り
ま
し
た

が
、
今
は
、
手
に
フ
ィ
ッ
ト

し
て
ま
す
。

さ
て
、
後
、
何
年
カ
メ
ラ

人
生
を
生
か
し
て
貰
え
る
の

で
し
ょ
う
か
。

撮
影
出
来
る
限
り
70
Ｄ
を

大
切
に
、
お
付
き
合
い
を
願

い
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

▼
私
の
写
真
を
始
め
る
き

っ
か
け
は
長
年
の
単
身
赴
任

の
中
頃
、
55
歳
の
正
月
だ
っ

た
よ
う
に
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

突
然
、
家
内
に
、
あ
な
た

趣
味
は
？

ゴ
ル
フ
に
決
ま
っ
て
い
る

だ
ろ
う
。
即
答
！
。

会
社
を
定
年
で
辞
め
て
も

ゴ
ル
フ
で
す
か
？
当
た
り
前

だ
ろ
う
。
ゴ
ル
フ
な
ん
て
仲

間
が
い
な
け
れ
ば
つ
ま
ら
な

い
で
し
ょ
う
！

ゴ
ル
フ
の

な
い
日
は
ど
う
す
る
の
？

・
・
・
・
・
畑
で
も
探
し
て

野
菜
で
も
作
る
よ
。

だ
っ
た
ら
カ
メ
ラ
で
も
始

め
れ
ば
！
！
？

カ
メ
ラ
、
ゴ
ル
フ
、
畑
、

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
。

私
に
ま
つ
わ
り
つ
い
て
、

濡
れ
落
ち
葉
、
濡
れ
雑
巾
？

私
だ
っ
て
困
る
わ
よ
。
と
言

わ
れ
一
言
も
な
し
。

▼
正
月
、
家
内
に
買
い
物

の
お
付
き
合
い
。
途
中
、
コ

セ
キ
の
前
で
大
き
な
声
で
カ

メ
ラ
の
初
売
り
、

「
望
遠
レ
ン
ズ
２
本
バ
ッ
グ

付
き
で
５
万
円
だ
よ
！
」

覗
い
て
み
た
ら
、
私
に
と
っ

て
は
も
の
す
ご
く
高
級
な
カ

メ
ラ
に
見
え
、
即
、
購
入
し

た
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
で
思
い
立
っ
た
ら
吉

日
す
ぐ
に
始
め
よ
う
、
最
初

の
感
激
が
消
え
る
前
に
と
、

カ
メ
ラ
の
本
を
購
入
、
だ
が

あ
ま
り
理
解
が
で
き
な
い
。

た
ま
た
ま
写
真
雑
誌
に
（

財
）
国
際
文
化
セ
ン
タ
ー
の

広
告
が
載
っ
て
い
た
。
す
ぐ

に
写
真
講
座
の
受
講
を
申
し

込
む
。
入
会
金
、
本
代
を
支

払
い
受
講
生
と
な
り
ま
し

た
。

そ
れ
か
ら
一
年
間
毎

週
実
習
課
題
に
取
り
組
み
、

あ
る
と
こ
ろ
ま
で
行
っ
て
挫

折
、
白
黒
写
真
で
は
暗
室

と
、
機
械
器
具
が
い
る
ら
し

く
水
回
り
も
暗
室
も
我
が
家

で
は
無
理
、
困
り
果
て
カ
メ

ラ
を
断
念
す
る
こ
と
に
！
！

せ
っ
か
く
一
年
間
も
や
っ
て

き
て
毎
日
が
イ
ラ
イ
ラ
し
て

お
り
ま
し
た
。

▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
写
真
講
座
が

あ
る
こ
と
は
分
か
っ
て
い
ま

し
た
が
、
な
に
せ
月
曜
日
と

か
平
日
の
み
、
そ
れ
で
２
～

３
か
月
が
過
ぎ
、
た
し
か
１

月
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、

新
聞
広
告
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
写
真
教

室
が
土
曜
日
午
後
６
時
か

ら
、
４
月
開
講
で
始
ま
る
！

！
喜
び
勇
ん
で
す
ぐ
に
申
し

込
む
。

そ
こ
で
米
山
先
生
と
巡
り

合
い
入
校
で
す
。
土
曜
教
室

第
一
期
生
で
す
。

教
室
仲
間
も
増
え
、
皆
さ

ん
が
ポ
ジ
フ
ィ
ル
ム
な
る
も

の
を
持
っ
て
き
て

先
生
の
講
評
指
導

を
受
け
ら
れ
る
？

私
は
馬
鹿
の
一
つ

覚
え
で
ネ
ガ
フ
ィ

ル
ム
、
ポ
ジ
フ
ィ

ル
ム
な
る
も
の
に

初
め
て
出
会
っ

た
。
カ
ル
チ
ャ
ー

シ
ョ
ッ
ク
で
あ

る
。ま

た
、
私
の
カ

メ
ラ
は
お
も
ち
ゃ

同
然
で
あ
る
こ
と
も
判
明
、

す
ぐ
よ
り
ま
し
な
カ
メ
ラ
を

購
入
。

３
月
に
（
故
）
高
橋
章
さ
ん

に
北
上
町
へ
写
真
撮
影
に
誘

わ
れ
た
、
そ
こ
で
高
橋
さ
ん

の
カ
メ
ラ
バ
ッ
グ
か
ら
も
の

す
ご
い
レ
ン
ズ
が
出
て
く
る

わ
出
て
く
る
わ
何
本
も
。
カ

メ
ラ
良
し
、
レ
ン
ズ
良
し
こ

れ
で
は
い
い
写
真
が
と
れ
る

わ
け
だ
と
納
得
。

そ
れ
か
ら
今
ま
で
蓄
え
た

貯
金
か
ら
カ
メ
ラ
、
レ
ン
ズ

を
揃
え
た
が
腕
が
伴
わ
ず
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー
で
お

も
ち
ゃ
の
カ
メ
ラ
で
撮
っ
た

写
真
が
入
賞
す
る
、
こ
れ
に

は
び
っ
く
り
！
。

カ
メ
ラ
で
は
な
く
技
術
又
は

運
？
！

▼
４
月
に
米
山
先
生
か
ら

竹
内
先
生
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ

と
の
こ
と
。
竹
内
先
生
が
怪

我
で
来
れ
な
く
、
コ
セ
キ
か

ら
ピ
ン
チ
ヒ
ッ
タ
ー
で
狩
野

さ
ん
が
見
え
ら
れ
た
。
２
～

３
か
月
後
に
竹
内
先
生
が
着

任
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
年
末
に
、
竹
内
先
生

私
の
写
真
入
門
か
ら
現
在
ま
で

岡
部

晃
次

愛用のＥＯＳ70Ｄ

曰
く
、
仙
台
に
自
分
の
写
真

ク
ラ
ブ
が
な
い
と
は
。
是
非

創
れ
と
の
催
促
で
写
真
ク
ラ

ブ
を
創
設
す
る
こ
と
に
。

▼
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化
セ
ン
タ
ー

泉
教
室
一
期
生
を
中
心
に

写

撮
会
発
足
。
そ
れ
か
ら

シ
ャ
ト
ル
カ
イ

は
宮
城
県
、
山
形
県
、
福
島

県
と
写
真
撮
影
に
仲
間
と
出

か
け
、
写
真
に
夢
中
に
な
っ

た
時
期
で
し
た
。
（
写
撮
会

は
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
も
じ
っ

た
も
の
、
因
み
に
高
橋
さ
ん

が
運
転
手
だ
っ
た
）

そ
の

後
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ネ
ー
チ
ャ
ー
写
真

教
室
、
富
士
山
、
立
山
、
上

高
地
、
乗
鞍
、
千
畳
敷
カ
ー

ル
、
白
馬
八
方
池
、
栂
池
等

撮
影
旅
行
、
ま
た
写
撮
会
で

の
春
の
福
島
県
の
桜
行
脚
、

山
形
県
小
国
の
桜
、
秋
の
八

甲
田
、
八
幡
平
、
秋
冬
の
裏

磐
梯
撮
影
旅
行
等
々
。

▼
単
身
赴
任
中
は
秋
田
で

は
夕
日
に
夢
中
に
な
り
、
秋

田
火
力
発
電
排
水
路
、
男
鹿

半
島
、
八
郎
潟
を
飛
び
回

り
、
冬
に
は
角
館
火
振
り
か

ま
く
ら
、
桧
木
内
の
紙
風

船
、
車
中
泊
で
次
の
朝
は
大

曲
の
川
を
渡
る
ぼ
ん
で
ん
等

々
。

現
在
は
毎
年
春
は
月

山
の
ブ
ナ
の
根
明
け
、
弥
陀

ヶ
原
湿
原
の
落
日
、
朝
陽
、

鳥
海
山
周
辺
の
湿
原
、
俯
瞰

で
夕
日
、
滝
、
庄
内
平
野
の

夕
陽
を
主
に
撮
影
し
て
お
り

ま
す
。
（
現
在
は
デ
ジ
カ
メ

中
心
の
撮
影
で
、
約
十
年
に

な
り
ま
し
た
）

▼
今
年
、
写
真
歴
22
年

目
、
今
年
の
目
標
は
月
山
の

頂
上
に
立
つ
こ
と
と
、
鳥
海

山
の
周
り
を
２
周
撮
影
で
回

る
こ
と
で
す
。

鳥海山遠望

太陽マーク 日陰マーク 電球マーク


